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耕
地
強
制
喝
の
方
針
作
紘
一
封
ず
る
ご
蹴
鶏

依
f

り
て
決
定
せ
ら
れ
ホ
ー
し
て
習
慣
に
文
配
せ
ら
み
t
h

の
紙
み
よ
ソ
。
装
結
果
、
今
日
、
耕
地
経
絡
跡
的

の
一
大
鑓
ル
怖
を
殺
せ
る
地
方
に
於
て
畑
地
の
小
作
料
は
米
闘
の
小
作
料
よ

b
も
…
般
に
誌
だ

低
く
、
五
日
人
が
郷
息
地
方
仁
就
て
調
査
す
る
所
仁
織
れ
ば
滋
例
後
者
の
前
者
よ
よ
り
高
金
乙
と
一
一
…

一日点目一

h 

~ 

p : • • ~ラ
e、

剤
治
宝
七
八
割
に
し
て
平
均
五
割
を
体
外
ず
る
の
布
様
な
1
9
0

が
出
向
ほ
自
然
経
絡
の
放
線
仁
筏
る
の
今
日
、
土
地
耕
作
の
純
牧
強
と
総
牧
議
と
を
疋
憾
に
比
磁

算
窓
ず
る
は
蹴
る
難
事
に
溺
ず
と
総
省
、
大
織
上
よ
ー
っ
之
を
推
算
す
れ
ば
純
牧
議
の
鮎
に
於
て

発
悦
M
q

コ
h

話
可
寸
品
〉
祇
必
訟
寸
〉
し
、
、

R
υ
L
J

Z
G
I
'
v
e
H
A
D
-
u
s
a
u
d
7・4
右
右
/

は
格
闘
は
符
ほ
畑
地
に
議
ら
ポ
ノ
、
地
方
仁
依

6
て
は
其
純
牧
議
畑
地
の
上
に
在
る
の
紋
あ
J

り。

加
ふ
る
に
米
国
の
小
作
料
は
遜
例
殺
納
な
る
の
結
果
と
し
て
地
主
に
取
J

り
て
号
潟
、
文
叉
小
作

人
に
取
J

り
て
名
其
取
立
及
ば
納
入
畑
地
小
作
料
よ

6
4
符
易
且
つ
便
利
な
る
の
紫
あ
ん

J
O

《位

九'.'t.":\\~克草翠曹宮室手持

て
其
滞
納
亦
割
合
に
少
な
母
唱
の
、
如
し
。
ゑ
に
於
て
わ
純
状
袋
の
紡
に
於
て
は
凶
刺
の
問

敢
て
差
別
な
し
iι

ず
る
‘
号
、
地
主
の
潟
に
は
総
聞
の
小
作
料
枚
入
は
畑
地
の
牧
入
よ
1

り
も
議
仁

磁
貨
な
る
を
得
ゐ
乙
之
、
鋳
る
。
約
問
増
加
の
地
主
の
潟
仁
有
利
な
る
乙
之
俊
文
多
内
誌
を
要

せ
歩
し
て
切
な

bo

況
ん
や
、
慌
捌
間
的
勢
カ
の
結
果

t
し
て
共
小
作
料
の
一
般
に
畑
地
小
作
料

よ
1
9
唱
高
率
な
る
の
傾
あ
る
じ
於
て
を
や
。

;JJそう， r:~. 

』上

総

介

f認

蹴叶

(
業
閥
)

T
i
 

-
-r位

'

部

秀

助

鴎

身

K
代
へ
て
主
J
U
ι

思
ふ
一
日
…
河
武
士
の
鎗
先
に
て
徳
川
の
天
下
は
つ
く
ら
れ
北

b
t
一
五
ふ
は

一
一
淑
な
合
仁
あ
ら
ね
ど
、
二
〉
然
か
宅
徳
川
初
期
の
財
政
に
し
て
設
闘
な
ら
公
ら
ん
に
は
、
い
か
で

か
世
は
葵
の
天
下
と
な
ム
ソ
得
ぺ
を
ぞ
、
皆
て
お
が
も
し
の
局
円
滑
夜
は
や
め
て
絞
ら
し
き
も
の
の

み

8
3
れ
よ
」
と
古
び
し
折
に
、
家
康
は
之
れ
を
叱
よ
リ
て
「
後
世
子
孫
の
末
々
ま
で
積
み
置
さ
て
倒

用
の
不
足
無
か
ら
し
め
ん
が
潟
に
、
一
衣
営
が
も
あ
だ
に
は
せ
ぬ
ぞ
し
と
訟
を
聞
か
せ
し
と
か
や
、
此

者
離
が
深
謀
議
慮
の
程
乙
そ
、
や
似
て
は
一
一
一
百
年
の
治
を
つ
く
・
0
北
れ
、
商
し
て
、
徳
川
初
期
の
財

政
上
に
彼
が
股
肱
と
し
て
少
わ
ら
ぬ
貢
献
を
な
せ
し
も
の
を
、
大
久
保
長
安

trn
後
藤
庄
一
一
一
郎

E

な
す
。
(
二
)

甲
州
は
品
目
時
上
F
n
J

採
鎖
冶
金
の
術
も
て
有
名
な
1

り
、
彼
の
本
多
依
彼
自
リ
が
大
阪
城
の
燥
機
を

州
制

e

抜
か
ん
が
矯
め
、
此
闘
よ
i
リ
熟
練
な
る
鎖
夫
を
多
く
招
き
寄
せ
し
乙
之
な
t

り
、
而
し
て
巨
流
出
演
は
資

上

総

介

思

瀞

ー

ご

忠

一

品



<<， 

上
総
介
山
山
鯨

仁
此
甲
州
の
産
な
1
9
、
悠
ふ
、
武
一
間
信
交
に
仕
ヘ
し
猿
磯
仰
に
、
大
線
大
犬
と
な
ん
呼
ん
か
が
も
の
あ
ん
，

し
が
、
英
一
一
一
一
寸
は
、
世
の
所
剤
、
才
魔
利
畿
の
唱
の
に
て
、
長
男
を
土
問
郎
新
之
滋
と
稿
し
、
天
一
止
一
一
一
年
、
…
一
…

州
長
篠
に
て
討
死
せ

b
d
子
は
印
も
長
安
に
し
て
大
識
十
共
術
叉
燦
十
郎
と
榔
-
A
q
f

、
彼
は
勝
麟

減
ば
て
よ
ん
，
浪
々
の
身
と
な
J
9
し
が
、
天

E
，
十
年
、
家
協
服
用
州
に
入
闘
の
際
、
偶
々
彼
が
利
棋
に
戚

b
、
・
惑
に
用
ゐ
て
、
大
久
保
相
談
守
山
ω
併
が
幕
下
と
な
し
、
後
共
苗
字
ず
ら
輿
ふ
る
に
琵
ウ
ぬ
、
(
一
一
…
)
議
、

…
五
四

鎗
先
ド
か
け
て
は
、
必
同
時
天
下
無
畿
と
稀
せ
ら
れ
し
一
一
一
一
例
武
士
が
ボ
敷
の
よ
の
御
伽
噺
と
曾
計

の
乙
と
&
無
下
仁
鼻
し
め
し
乙
ー
し
は
、
(
凶
)
主
人
家
康
を
し
て
、
ほ
と
ほ
と
間
性
し
り
る
に
潔

roぬ、

岩
淵
夜
話
別
集
仁
、

或
・
佼
御
唱
に
、
山
本
康
結
年
の
頃
は
、
一
一
一
…
州
学
閥
領
し
、
犬
よ
'OJ
段
々
大
身
ー
し
在
I

り
、
今
関
八
州
の
守

終
止
な
ゐ
、
w-d

れ
ど
も
砂
何
時
日
本
に
〈
、
毛
利
輝
活
と
家
康
程
、
閥
数
を
倣
ず
る
者
、
誠
一
大
名
ド
な

し
採
れ
ど
宅
金
銭
之
云
物
は
、
思
ふ
梯
仁
、
持
ぬ
物
な

b
、
金
銭
と
ぽ
し
く
て
は
、
何
ぞ
に
子
の
ま

い
ち
'
ぬ
事
号
、
有
物
な
れ
ば
、
い
か
程
有
て
が
も
、
能
を
物
な
れ
ど
号
、
金
銭
を
貯
に
け
料
、
滅
入
を
多
く

j!??; 

せ
ね
ば
い
不
成
、
織
入
計
多
-
く
し
て
は
、
人
を
持
事
不
成
、
何
と
ふ
成
ふ
ぺ
を
事
な
ら
ば
、
人
を
多
く

持
様
戚
様
。
除
、
有
問
敷
事
か
之
、
仰
ち
れ
御
笑
被
滋
一
再
々

と
あ
ん

J

、
此
際
猿
制
棋
と
が
も
、
鉱
山
鎚
の
才
魔
者
と
宅
榔
せ
ち
れ
し
長
安
は
、
末
鹿
仁
び
か
へ
牝
t
リ
し

川
炉
、
早
く
唱
家
康
の
意
中
を
織
し
け
り
、
翠
日
背
山
膝
織
を
総
て
、
家
康
に
鵡
し
、
業
必
践
を
洩
し
て

日
く
、夜

前
、
殿
様
御
意
絞
る
議
'h
、
金
銀
の
於
く
は
ヘ
之
取
は
御
領
知
の
百
姓
ど
も
に
・
潟
両
を
仕
掛

取
税
、
御
一
織
の
米
、
大
方
有
様
に
仕
ι
り
、
是
を
由
民
代
替
取
が
、
叉
は
山
川
の
諸
混
上
を
、
過
分
に
御
取

な
3
v
b
k
h
か
、
此
雨
様
の
外
は
加
減
御
座
係
、
然
れ
ど
弘
左
様
に
一
被

3
，
れ
鋭
γ
い
て
は
御
飯
分
の
潟

民
、
迷
成
致
候
御
社
置
が
も

λ
く
に
滋
胃
・
れ
、
御
家
中
侍
衆
宅
多
η
口
ル
い
れ
候
じ
?
と
、
閉
山
召
候
て
は
、
之

に
も
角
仁
唱
、
御
用
金
の
、
花
、
ま
ん
'
可
申
子
細
無
御
座
伎
、
日
混
仁
拡
私
存
忠
則
f

り
伎
は
、
御
一
領
分
之
内
、

所
々
の
山
々
宮
吟
味
仕
侠
は
w
語
、
金
、
銀
、
鋼
、
織
、
鈴
一
等
の
出
銭
山
の
な
き
と
巾
事
は
有
間
数
候
、
功
一

お
の
山
師
金
織
を
呼
集
め
抑
制
せ
見
市
皮
義
仁
係
、
若
金
銭
多
山
山
候
へ
ば
、
其
闘
の
、
勝
び
仁
鵠
成
、

第
一
、
土
中
に
凱
れ
し
所
の
金
銀
L
U
H

取
出
し
、
御
用
立
候
ヘ
ぱ
仰
の
際
に
も
不
能
成
、
御
堂
貿
な

る
設
に
泰
存
候

げ
に
!
日
対
安
の
曲
目
以
的
中
し
て
、
其
後
、
下
一
額
の
金
銭
は
伊
豆
よ
『
り
、
石
白
川
上
よ
り
、
佐
波
よ
L
リ
出
づ
る
に

山
引
事
一
2
9
ぬ。

，、

総

介

感

蝉

ご
お
虫
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ト
ム
紛
介
忠

i

鯨
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日
五
六

、2
‘，

rsa喝
azz 

za 

鳴
呼
、
潟
せ
る
の
批
判
、
議
れ
か
は
治
問
を
問
ふ
の
隙
ゐ
ち
ん
や
、
長
安
は
や
が
て
家
康
の
織
を
欝

せ
し
甘
m
断
水
な
t
り
な
、
必
宏
以
て
か
、
家
康
彼
子
一
重
ホ
ノ
る

E
長
し
く
、
燦
長
六
年
に
は
石
見
銀
山
の

奉
行
と
な
し
、
同
一
八
年
に
は
佐
渡
金
山
の
来
-
行
止
な
す
に
笠
れ
f

り、
f

五
)
わ
く
て
い
長
安
以
浪
士
の
督

仁
び
を
か
に
て
、
今
は
従
五
位
下
石
見
守
に
住
性
ら
れ
、
武
州
八
王
子
を
飯
し
総
山
に
住
ナ
ベ
ム
ハ
)
而

し
て
共
産
腕
は
本
多
上
野
介
正
純
の
下
妥
麻
路
次
の
上
席
と
な
t

り
、
(
レ
七
一
烏
の
人
々
は
、
米
代
の
珍

事
よ
と
つ
ぶ
や
く
に
澄
J

り
ぬ
。

彼
の
徳
川
一
の
相
官
慈
者
投
ゐ
本
多
佐
波
守
一
止
信
は
徽
践
の
生
れ
な
t

り
し
か
と
、
常
一
に
徐
殺
を

以
て
、
己
れ
の
生
命
と
な
し
大
I

り
を
ペ
八
)
そ
れ
と
之
れ
と
は
総
似
な
れ
ど
、
ド
採
決
以
智
慧
あ
ιッ
て
、
徐

裁
を
敵
け
'O
、
市
し
て
此
徐
穏
な
ぎ
智
誌
は
、
一
見
℃
機
密
と
野
必
之
、
姦
邪
主
主
"
を
生
h
u

に
窓

b
ぬ
、
げ

に
常
時
に
あ
よ
ツ
て
彼
の
騎
奈
川
仏
有
名
な

b
き
、
(
九
)
彼
は
恰
活
日
本
仁
於
け
る
総
代
官
、
牝
る
が
如

く
、
自
己
の
原
形
わ
に
抵
麗
に
し
、
叉
文
一
右
目
刈
及
ぴ
佐
織
に
逃
く
強
攻
に
は
、
家
来
の
外
に
、
美
女
鍛
十

ぜ ---.:.~r t;'F円宮署菅沼吹~..~_J旬日同』司・a・-一一一』

人
を
的
関
に
乗
せ
て
滋
行
ず
る
を
品
川
巾
と
せ

b
、
慶
長
年
鍬
仁

毎
日
女
か
ぷ
念
叉
拡
を
ど
t

り
わ
吃
見
物
す
と
山
也
、
日
本
一
の
れ
が
ひ
t

り
対
も
の
な
れ
ど
aυ}
鉱
山
鍵
の
出

断
収
入
仁
て
、
殺
人
宅
奨
様
子
営
不
申
上
候
故
山
仙

" 

否
な
山
中
上
げ
ポ
/
之
号
、
家
康
は
と
く
よ
L
ツ
之
れ
を
知
れ
L
ツλ
十
〉
知
て
探
せ
な
る
は
蒋
に
よ
L
Y
て
自

己
の
財
カ
を
敢
闘
な
ら
し
め
ん
と
す
る
、
よ
ろ
づ
仁
茂
一
輩
、
欄
大
な
る
此
道
雄
が
深
営
企
謀
な

b'

け
1

り
、
(
十
ご
3
れ
ど
、
静
か
に
閉
山
ヘ
、
彼
は
元
よ
ー
リ
三
代
相
恩
の
一
一
一
阿
武
士
V

い
あ
ち
歩
、
曲
目
ヘ
ば
な
よ
り

，
 

、
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上
ん
'
も
の
な
J

り
、
而
し
て
彼
&
織
す
る
家
康
弘
今
や
半
ば
配
給
中
に
挟
惜
し
人
な
t
り
、
殊
に
慶
長

十
四
年
十
二
月
に
は
「
諮
‘
点
、
駿
河
雨
桜
、
常
陸
介
士
山
(
般
貸
)
ヘ
可
被
波
と
品
、
活
脅
輩
、
除
、
裁
く
常
陵
介

主
ヘ
可
被
付
、
此
内
本
多
上
野
介
凶
江
戸
附
府
軍
・
ヘ
¥
可
来
・
附
品
」
と
の
風
説
ず
ら
大
つ
い
い
澄
1
9
ぬ、か

か
る
際
に
蛍

b
て
、
野
必
あ
る
長
安
の
、
い
か
せ
か
自
己
の
機
勢
を
永
久
仁
維
持
せ
ん
と
I
C
T・務

め

p
pり
ひ
、
惜
別
く
の
如
く
し
て
故
山
市
の
女
収
納
北
る
上
総
介
忠
搬
は
貨
に
之
れ
が
犠
牧
に
供
せ
ち

れ
セ

b
、
議
、
長
安
が
応
附
仰
の
内
政
仁
子
紗
ず
る
ド
ト
翠

b
し
は
、
慶
長
八
年
、
応
湖
、
信
州
裕
一
代
ト
ト
封
、
対

ら
れ
し
後
・
も
な
r
り
と
す
、
合
時
、
彼
が
如
何
に
勢
力
宏
布
せ
し
か
拡
、
自
己
の
利
誌
を
食
ら
ん
が
潟

め
、
井
柳
涯
最
等
を
殺
す
や
、
応
締
及
び
図
泡
除
却
て
彼
れ
-
r
ト
向
て
詫
統

E
塁
せ
し
に
て
知
p
り
る

可
し
。
叉
め
同
時
、
花
井
口
一
九
郎
が
応
輝
の
線
開
な
る
よ
J

り
、
長
安
は
早
く
も
之
れ
を
利
用
せ
ん
が

斜
め
ー
自
己
の
一
子
右
京
仁
伎
の
娘
を
契
れ
よ
ツ
、
か
く
て
脊
人
が
前
に
総
べ
し
が
如
く
、
成
長
十
四

年
九
月
、
閣
老
皆
川
底
照
-
山
間
長
門
守
防
政
、
松
平
讃
岐
守
綴
宗
等
相
共
仁
駿
山
川
仁
跡
ふ
る
や
、
兆
一

上

総

介

忠

熔

結1

日
五
七
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眠
り
、
は
ひ
っ
{
ば
ひ
、
を
れ
加

γ

hw

を

L
℃

潟

の

骨

身

を

ず

(

H的・

て
、
偽
れ
を
な

L
て

~ 

2長

協

議
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井
一
一
…
丸
郎
は
仰
の
節
減
も
な
く
、
却
て
邦
な
な
演
版
以
椛
刑
I
ζ

な
t
り
、
向
同
僚
の
ご
人
は
測
坊
の
齢
tι

消
え
ぬ
、
之
れ
が
も
多
く
は
長
安
の
な
せ
し
業
な
1
り
け
ム
ソ

U

上
線
介
一
邸
側
榔

一
五
八

'十

奇
人
は
之
れ
よ
'
り
、
更
に
混
ん
で
長
安
之
政
宗
と
の
関
係
に
就
き
て
少
し
く
論
付
ぽ
ん
と
欲
す
り

ハ
一
〉
一
一
一
河
武
士
が
如
仰
に
主
思
H
V

の
家
山
市
な
り

L

か

は

大

久

保

彦

左

衛

門

総

数

の

紡

織

に

止

り

て

知

る

L
Z
3
1
L
P
-
P
E
 

I
C
J
4
'

』

P

4

4

u

.

1

ヨ

芯

絡

に

仰

八

歳

よ

り

御

十

九

歳

ま

で

駿

河

江

引

き

つ

け

多

れ

給

。

て

、

其

内

抗

御

扶

柏

村

方

ば

か

り

の

あ

て

が

ひ

に

し

て

容

測

の

物

成

之

て

少

L

S
氾

き

る

h

本

自

h
u
b
ず

L
て
、
今
川
般
へ
残

b
J
y
凶
作

綴

じ

て

御

総

代

の

殺

は

十

ヶ

年

事

ま

り

御

扶

持

方

の

御

渇

一

て

が

い

成

さ

あ

ベ

き

ゃ

う

虫

干

事

ち

ず

れ

ぽ

せ

め

て

山

中

ニ

千

石

為

ま

り

の

泌

を

依

し

て

哲

央

れ

ず

る

鰍

、

総

代

の

者

共

が

mm
沈

に

及

ぶ

糠

な

. 
‘、・

， "・~‘・ e. 

れ

ほ

彼

撃

に

せ

め

て

少

L
の

扶

持

方

を

母

(

れ

た

き

と

は

仰

せ

b
れ
け
れ
ど
自
、
山
中
二
千
.
冶
金
古

へ
波

L
柁
ま
は
ね
ば
、
い
づ
れ
強
制
仰
制
川
代
衆
手
作
り
も
L
L
て
、
年
賀
石
米
を
な

L
て
百
数
附
間
前
忙
銀
鍬

在
日
取
り
、
女
子
を
は
な
(
砂
、
身
在
た

ず
け
、
h
u
b
れ

跡

形

を

ー
し
て
、
ま
と
と

に
隊
倒
的
飛
と
い

へ
ば
、
機
織
か
」

L
如
何
な
る
事
長
仕
山
間

L
て

、‘、時
4

4

h

ソ
訓
"
ミ

E

こ

2

2
0
1
8
ブ
ヰ

r

や

せ

ん

と

思

ひ

て

♂

《

れ

の

H

り

ば

か

り

に

各

， 

蛇
州
代
浪
曲
川
日
芯
に
も
的
“
ら
れ
忠
誠
づ
か
び
を
し
て
走
り
め

I
Y

る
事
十
ヶ
年
記
者
ま
る
、
年
に
は
五
度
一
品
耐
用

づ

』

繊

細

別

主

り

足

般

の

悶

へ

の

は

た

ち

き

冶

・

9
、
竹
千
代
殿
ハ
家
康
の
幼
名
〉
の
恭
氏
吉
舎
が
け
を
せ

I

ι
御
山
中
越

L
け
れ
ば
、
竹
千
代
様
は
織
田
川
紀
御
感
な
さ
れ
け
札
ば
、
識
を
御
中
了
と
し
て
活
き
が
け
を

せ

ん

と

は

総

へ

い
し
成
田
v、
守
H
E

れ
ど
皮
切
仰
主
は

い

づ

(

紀
州
仰
感
俊
之
母
、
静
伐
の
仰
主
様
へ
の
御
事
以
仰
な
れ
ば

各

々

我

s
f
k
B
と
凶
m
b
ず

ま

い

と
を
打
死
曲
。

せ
、
詳
、
・
身
母

か
り
出
で
、
遺
斗
』
が
け
を
し
て
、
識
を
打
死
、
さ
せ
、
子
を
打
死
寄
せ
叔
尖
甥

申

告

ま

た

の

泌

を

被

サ

て

其

問

日

々

に

は

尾

張

よ

M
J
は

た

ち
F

L

す

け

れ

ば

出

で

h

は
防
{
、
準
夜
共
に
心
を
つ

(

L
、
身
を
路
、
き
て
は
た

b
〈

と

は

巾

せ

ど

‘

s
い

ま

だ

竹

千

代

様

の

同

般

に

入

h

フ

せ

給

は

mw

乙

之

の

め

な

L

3
之
、
各
の
身
作
品

ち

ま

り

て
歎
』
す
け
り
。

究
花
故
大
久
保
湖
州
が
此
格
的
判
の
〕
一
一
河
武
士
を
描
け
る
中
氏

授

に

岡

崎

の

者

共

が

今

川

に

府

服

せ

L
革
、
会
(
其
一
が
ぬ
織
に
邸
せ
ち
れ

L

己

が

得

策

と

滋

へ

る

上

に

兼

ね

て

人

情

義

理

Iと

止
H
V

難
斗
、
節
ち
り

L

の
砂
に
ゆ
6
5
で
、
寄
る
を

は

明

b
め

な

り

、

腕

前

る

事

情

の

打

ち

交

り

て
、
き
て

ζ

そ

彼

の

彦

左

衛

門

が

一

宮

ひ

け

る
1

駿
河
内
棋
と
い
へ
ば
、
機
搬
を
取
り
、
は
ひ
っ
(

ぽ
ひ
、
長

れ
恥
仰
が
み
を

L
て
、
同
府
の
骨
身
を
す
(
め
て
恐
れ

を

な

し

お

り

{
事
し
の
地
忍

os
滋

げ

得

た

る

な
れ
、
鈴

み
探
・
ー
さ
恩
威
の
杭
総
円
札
制
h

フ
れ

L
被

容

が

境

界

通

哀

れ

な

り

け

り

、

議

(

東

の

方

駿

河

の

怨

蹴

に

せ

ち

れ は

不

自

由

な

る

宇

一

が

身

の

上

を

念

ひ

、

近

(

眼

前

に

は

や

の

が

城

を

d

ば

今

川

泌

氏

我

、

が

物

て

、

時

め

け

る

彼

等

が

拾

突

か

せ

て

大

滋

を

繊

行

せ

る

を

見

て

は

も

い

か

噌

失

意

の

祉

士

を

踏

め

て

.. 

日

愉

L
E寸
」
回
仙
の
補
・
か
ず
や
ち
る
ペ

き
、
強
ぴ

L
室

内

を

占

め

て

薄

日

町

会

燈

花

の

下

市
仏
、

11サ

‘
.a----a--

に

焔

け

た

る

ぬ

林

の

主

客

、

妻

女

の

織

り

L
綿

布

の

純

肢

を

綴

り

て

事

fv
与
を
恥
引
き
て
、
制
到
底

L
、

立

花

設

の

稼

業

の

mw
を

ほ

め

っ

、

や

が

て

談

は

日

頃

の

wm
掛

り

よ

-
P
様

慨

の

境

に

移

り

、

合

総

L
な

が

b

g
時

の

果

敢

な

き
を
欺
じ
℃
、
軒
溺
る
附
の
一
管
を

S
忘

れ

L
が
如
き
事
品
裁
は
泌

b

(

岡

崎

の

城

下

に

有

勝

ち

の

紋

h
u

49 

る

ベ

L
、
時
め
山
り
あ
他
悶
に
行
恥
ば
高
名
立
身
の
山
総

B
b
ん

上
総
介
邸
側
郁

も
の
を
、
位
馴
れ

L
故

郷

去

る

〕
五
九

に

及

ぴ

ず

， 
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明
治
代
原
告
主
恩
江
川
市

L
て
、
家
お
り
、
持
続
・
守
通
り
、
然
母
泰
子
の
翻
犬
、
総
川
越
別
訟
の
好
自
結
ぼ
れ
℃

h

矢

矧

の

水

事

的

輸

の

松

au
応
じ
雛
{
、
議
子
遺
ろ
共
「
夢
の
胤
紫
紛
の
粥
し
申
込
へ
限
り
て
「
絵
払
加
を
と
グ
、
矢
の
根

中
旬
み
が
き
し
っ
、
点
、
待
隷
{
信
金
先
選
会
幼
君
の
一
穿
に
心
を
総
め
-
L
翠
札
官
制
附

L
bゆ
か

b
十
鈴
伝
・
の
久

L
告
、
総
念
の
国
別
血
管
呑
か
で
、
日
硲
の
世
路
&
辿
れ
る
泊
旬
、
減
石
に
深
告
憐

btMJλ
大

久

保

湖

州

家

康

之

直

-4・1
 

、

ベ

仰
別
頁
}
五

l
]
大〉

ハ
ニ
〉
後
滋
庄
三
郎
光
次
は
長
井
利
徳
の
子

K

L
て
、
初
め
浪
人
し
て
京
都
け
仏
海
り
、
女
総
一
一
年
来
機
筋
に
於

て

徳

川

家

康

R
鵠

L
て
其
知
泌
を
受
付
、
認
に
之

R
仕
へ
紅
侍
と
な
る
、
判
例
年
金
改
殺
を
命
ぜ

b

れ
、
次

で

一

札

州

に

於

て

五

十

鈴

石

を

賜

ふ

、

殴

長

十

九

年

大

阪

冬

の

隙

恕

b
ん

と

す

る

や

、

家

康

の

命

民

よ

り

大

阪

域

中

虻

赴

き

て

浪

士

奇

策

む

る

ζ

と

を

資

附

せ

し

と

と

渇

-
H
V
後

ち

江

戸

一

石

橋

附

}

況

に

て

万

ニ
町
の
地
を
賜
ひ
、
鈴
貨
の
棋
を
司
る
、
夫
た
.
平
安
温
士
仰
に

戦

闘

の

世

鍛

似
w
h
u
L
、

海

内

諸

闘

の

筒

問

符

怜

金

石

金

ハ

ツ

レ

金

と

綿

ず

る

税

金

を

京

都

h

礼

治

り

紋

と
交
換
ず
雨
替
師
ウ
ん
を
仇
附
置
す
る
に
阻
耐
石
を
用
、
お
且
鋭
意
亦
灰
吹
を
活
用
ず
る
を
以
℃
品
位
級
援

の

誌

を

倫

巴

て

其

不

便

少

か

b
ず
、
徳
川
家
康
夙
に
其
慌
を
銭
[
‘
政
械
を
時
半
倒
加
す
る
に
及
ぴ
京
都
の

彫
ヱ
後
総
庄
三
郎
記
金
銭
改
役
を
命
い
レ
、
金
座
を
江
戸
隣
府
に
夜
、
合
、
庄
三
郎
を

L
て

お

を

態

b
L
H向日

金
貨
を
鍛
造
す
。

3
0大
久

保

長

安

の

索

史

民

就

き

て

は

翁

物

訴

に

家

炭

坑

仰

の

御

家

肥

大

久

保

十

兵

衛

E
云
ふ
者
申
切
り

L
後

は

殊

の

外

出

版

L

て

大

久

保

石

見

守

主

流

て
…
別
々
の
銀
山
刊
を
細
川
り
て
出
蹴
人
に
な
る
日
完
成
は
猿
倫
明
の
大
抑
制
大
夫
が
筋
山
也
』
我
家
の
齢
制
下
手

R
て、

，'; J 
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品・ d 

甲

州

へ

下

り

て

図

的

れ

る

が

ぬ

聞

の

家

崩

れ

た

お

に

付

て

都

へ

母

上

り

か

ね

甲

州

の

田

舎

に

引

制

湖

北

闘

の

代

官

ず

る

者

の

所

院

か

h

り

居

花

り

附

・

州

溺

れ

て

家

康

m
仰

の

御

問

主

成

家

良

品

甲

州

へ

閥

矧

P

R

m
蕊
ふ
紋
大
山
附
十
兵
J

衡

か

h

り

賠

た

る

代

官

御

宿

の

格

せ

ん

と

す

れ

ど

母

国

合

者

に

て

御

践

の

作

事

の

作

総

を

不

知

に

付

十

兵

衛

上

方

者

な

れ

ば

可

知

之

て

談

合

L
、

け

れ

ば

十

兵

衛

臼

大

形

様

子

存

た

り

と

て

指

図

L
て

御

鹿

之

問

御

風

呂

尽

迩

惑

翻

た

り

家

康

n
公

共

蕗

へ

御

若

お

り

て

作

事

の

様

子

被

成

御

関

是

は

筒

舎

の

者

の

お

闘

し

た

る

作

事

花

非

ず

何

者

と

談

合

L

K
る

ぞ

境

紛

市

上

主

主

資

彼

代

官

申

上

る

は

大

阪

十

兵

街

と

市

て

甲

州

に

総

有

紀

付

て

彼

者

に

指

図

Abv

駿

た

る

尚

南

上

る
、
家
阪
口
沢
被
関
門
句
読
付
た
る
才
閥
均
者
抱
召
出
せ
之
あ
り
て
御
家
人
記
な
る
大
出
納
十
兵
衛
に
て
は
別

の
役
に
被
召
仕
ー
に

{

L

大

久

保

相

撲

守

怒

さ

時

名

宇

を

と

b
p

せ

と

一

対

て

大

久

保

十

兵

衛

に

な

る

械

-

J

4
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b

札

絞

利

根

な

る

者

に

て

布

之

故

色

々

の

才

慌

を

つ

(

L

獄

東

大

久

保

籾

挟

守

が

鋭

に

入

走

知

的

ν
中ね

の

如

{

問

阪

L
た
り
け
り
。

来

た

成

徳

縞

伝

・

集

成

母

激

物

総

と

大

同

小

異

K

L
て

大

阪

大

夫

が

武

田

俗

玄

の

猿

糊

浪

花

り

L

R
其

子

兄

弟

無

mx
利
口
を
以
信
玄
一
一
人
之
滅
。
に
琢
立
土
陸

直

村

が

苗

字

を

授

け

兄

は

新

之

丞

却

は

勝

十

郎

長

安

之

綿

ず

天

毘

十

壬

午

年

帥

君

甲

州

御

入

闘

の

時

日

下

部

兵

右

衛

内

定

好

に

俗

り

て

長

安

持

制

附

ず

足

利

家

御

所

勝

作

の

闘

舛

に

細

川

物

数

奇

の

阿

川
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呂

の

給

闘

を

以

て

兵

右

衛

門

が

方

に

薬

水

風

呂

を

替

み

け

る

を

援

閥

均

漢

が

利

棋

を

憾

ぜ

臥

J

れ

大

久
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と

L
御

前

に

依

す

或

夜

御

物

刊

一

川

氏

凡

世

上

に

金

銭

を

‘

取

ず

る

は

な
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日ムハユ

紛

争

放

際

袋

五

)

成

子

牟

ニ

月

石

見

伊

豆

佐

波

の

金

山

を

駄

椴

ず

る

乙

と

を

命

ぜ

b
れ

し

が

天

阪

に

上
総
介
邸
側
脚

制

活

の

徳

民

感

じ

諸

山

に
黄
金
白
銀
倒
的
問
出
る
。

大

久

保

家

詑

別

集

件

付

少

L
{

以

上

の

爾

設

と

相

誕

な

れ
り
、
印
ち
友
の
加
叩

1
」

0

大

級

十

兵

衛

と

云

ふ

者

元

甲

州

武

田

家

の

強

制

ボ

に

て

大

級

八

mm
右

衛

門

と

名

乗

し

が

勝

抑

制

が

減

C

K

融

市

り

府

中

の

城

下

R
位

L
て

町

人

の

子

供

其

の

外

へ

務

小

銭

仕

郷

の

後

浪

々

と

L
て

慾

に

駿

府

等

の

指

南

島

L
て

波

世

主

ず

、

此

事

腕

君

の

御

線

記

入

4

邸

時

召

れ
仕
線
上
授
の
践
に
川
仙
川
口

の

外

名

人

，~ I 

な

れ

ば

折

々

御

船

の

皮

毎

に

刀

nm
寄

れ

し

が

後

記

は

御

扶

持

を

紋

下

L
尚
仰
に
其
の
弁
利
波
間
以
・
き
者

な

れ

ば

御

意

に

肘

ひ

終

柁

家

人

の

刻

に

入

L
践

に

御

出

一

蹴

申

如

〈

に

洛

り

L
と

か

や

八

郎
a

友
街
、
門

L
殊

東

区

玲

綿

花

b
ん

者

は

多

{

所

持

す

可

会

事

山

也

市

名

戦

坊

の

時

に

知

行

は

限

り

な

1

金

銀

色

典

〈

て

其

の

勇

を

織

ま

ず

ζ

之

第

〕

吻

と

上

意

有

し

を

比

八

郎

左

衛

門

山

市

り

鼠

m
y
L
が

成

時

本

多

民

憶

に

向

ひ

伊

豆

の

北

山

は

極

て

金

山

と

細

見

ゆ

る

由

申

に

依

て

御

吟

味

の

上

溺

b

L
め

4
k
h
v
L

て
金
制
山
山

L
た

り

其

外

佐

渡

の

金

山

を

聞

き

其

坊

大

な

れ

ば

御

機

姉

綿

花

叶

ひ

大

久

保

総

隣

に

命

じ

て

市

宇

を

興

へ

別

ち

大

久

保

十

兵

衛

と

姓

名

を

改

め

佐

波

金

山

の

奉

行

臓

E
成

℃

伊

奈

備

E

W
伏
し

‘，‘，
.
3
 

前

守

忠

次

と

締

役

た

り

。

‘t 

ハ
凶
〉
団
対
品
川
の
慨
に
潟
水
主
水
廷
が
水
多
佐
波
内
す
を
締
り
て
「
繍
八
ハ
佐
渡
守
俗
檎
し
御
消
滅
は
度
数
の
ム
の
御
伽

噺

や

合

計

の

事

な

ど

は

‘

矧

b
る
は
明
、
昭
附
の
誕
氾
は
知

h
D
ず
L
と

言

ひ

L

L

な

ぺ

℃

律

義

に

L
て

武

男

な

る

は

徳

川

武

士

の

滋

有

性

な

り

。

乙

E

B
り

や

ハ

五

〉

創

業

記

考

呉

殴

長

十

日

年

正

月

の

僚

に

伊

豆

閥

金

山

に

銀

子

多

可

山

尚

之

一

流

大

方

自

佐

渡

山

間

る

組

に

可

有

之

E
批

私

的

以

前

代

官

彦

坂

小

川

別

総

な

り

L
を

向

後

大

久

保

石

見

守

可

nm
代

官

主

山

也

、

他

の

山

に

勝

れ

て

多

(

金

銭

淡

泊

y

出
品
。

ハ
大
〉
育
関
東
伍
氏
の
大
日

木

地

名

字

書

記

は

八

王

子

に

諸

岡

落

浪

者

、

野

武

士

の

獄

多

{

波

り

居

住

せ

L

' '，'‘ 

に

ま

っ

て

、

惣

奉

行

主

t
て

大

久

保

石

見

守

長

安

も

小

門

宿

に

位

t
、

非

常

を

戒

L
~_) 

L 

と
ち
り
。

〈
七
〉
閥
奉
行
犯

て

飾

定

然

の

な

砂

に

加

剣

L
、

勘

定

患

行

に

L
て

老

中

を

殺

る

が

如

L
。

ハ
λ
U夫
れ

佐

彼

守

詐

術

を

施

す

乙

と

殆

ど

奄

-
b
ず

る

所

h
u

か

り

L
か

ど

是

れ

政

官

我

が

錦

に

せ

L

R
冶

b

で
、
阪
間
前
ヲ
個
別
自
其
の
胸
中
に
は

〕

貼

の

私

心

を

存

せ

台

、

り

告

、

佐

渡

守

い

へ

b

(

防

り

た

る

者

欲

ふ

お

告

者

同

げ

に

過

ぎ

た

る

般

を

す

る

者

、

才

兜

の

過

ぎ

た

る

者

、

主

に

邪

欲

を

す

h

も、

あ
者
、
験
談
き

h

て

減

ず

(

な

与
L

者

、

京

の

者

は

私

欲

の

]

よ

り

生

ず

る

8
の
な
り
、
路
傍
懐
中
切
る
者
は

天

下

第

一

の

む

ほ

え

事

り

と

革

、

矢

下

記

は

ば

か

る

物

知

な

り

之

昔

、

怒

人

と

心

符

て

抵

蕗

佐

は

鼠

(

ペ
か

b
ず
。

" 

事

其

の

島

す

に

共

へ

ず

、

倣

を

欺

{

事

味

方

を

欺

{

母

、

ま

柁

其

の

沼

を

欺

(

自

、

内

部

批

君

が

た

め

な

り

け

り

つ

我

が

身

の

傑

離

を

忘

れ

て

大

息

を

つ

い

て

、

主

人

の

専

を

大

.
専
に
以
ふ
者
L
り

佐

波

守

が

所

調

律

義

の

上

乗

者

、

初

場

是

の

道

に

き

へ

合

は

い

、

謀

が

然

に

嘘

い

ふ

る

総

封

色

を

栂

さ

ん

と

せ

L
昔
、
倒
(
僻
み
・

， 

減

石

忙

自

ち

斥

け

た

あ
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仰

の

磁

徳
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、
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軍
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功
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て
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え
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ん

専
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や

ぽ

L
め
苫
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嫡
身
上

野

介

民

信

が

港

H

伐

の

妙

を

わ

ず

れ

給

は

で

日

持

{

子

孫

の

が，

mぺ
領
今
の
儲
に
て
と
岸
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ペ
け
れ
、
必
ず
渇
ま
た

給

ふ

パ

が
ち
ず
。

と

音

楽

を

泣

L
て
叩
加
さ

mm
〈
大
久
保
問
州
「
家
康
之
底
抑
制

L.R
日
七

O

!
日
七
日
)

(九
U
H
R

安

間

間

取

引

の

様

に

就

き

て

は

石

川

正

問

問

見

集

虻

は

浴
中
・
ぷ
下
り
に

g
柴

撃

に

て

女

房

数

多

引

述

、

泊

々

の

膳

部

な

ど

の

家

兵

に

皆

金

銭

の

様

候

に

閉

へ

申

と
あ
り
、
来
た

外

図

絵

諜

定

団

法

仰

の

掃

に

凡

そ

日

水

腐

の

総

代

官

と

去

ふ

が

如

(

俄

初

の

出

行

に

8
女

房

百

人

ば

か

り

9
山
内

K
乗

せ

先

に

立

せ
共
人
夫
は
百
姓
に
謀
せ
、
州
県
議
・
に
ほ

ζ

り
、
設
総
長
側
闘
し
総
の
界
に
自
人
数
を
裁
ち
、
憐
れ
砂

の

心

と

て

は

少

L

S
な

L
o

山
川
持
久
間
務
諮
に
は

一一一一......!'--一一一

の

船

っ

さ

に

段

形

を

紡

織

に

し

替

港

L
美

悲

し

美

女

を

集

て

図

々

勝

巡

の

繰

り

に

美

女

の

然

物

日

比

議

{

金

子

を

以

て

作

れ

る

絡

に

八

路

投

目

の

む

L
有
由
風
間
ず
。

其

他

古

老

物

紙

仰

な

り

し

と

鎗

ゆ

剛

院

長

六

年

今

年

お

十

一

一

一

年

阿

佐

波

石

見

図

諸

問

金

山

へ

年

中

日

皮

の

上

下

路

次

中

の

行

儀

絡

事

倣

自

治

の

の

宿

陶

器

代

官

所

な

り

け

れ

ば

上

部

女

目

的

七

八

十

人

其

次
A
W

二
百
五
十
人
同
滋
の
問
、
消
々

家

々

瓜

桜

花

作

曲

た

り

、

其

外

州

閣

総

人

足

以

下

等

ば

不

知

数

其
仙
側
、
長
安
が
姦
邪
紀

た
り

L
事

時

使

長

十

五

年

間

月

十

四

日
泉
州
貝
阿
部
傾
向
決
守
の
民
連
同
省

L
て

訴
，、、

L 

Z己
の

究

掛

滑

に

ま

り

て

知

る

を

得

可

L
o

開

制

泉

寺

文

書

和

泉

悶

泉

南

部

貝

探

村

L

下

恐

市

上

侠

事

‘・ち

日

今

度

石

見

般

の

儀

一

育

上

市

候

専

の

俄

に

御

座

係

得

共

徐

R
仰

さ

い

ほ

ん

硲

恐

仕

巾

上

侠

事

紀

後

〕

寺

内

屋

敷

の

地

子

百

八

十

六

名

凶

斗

九

升

八

合

〕

冶

な

じ

(

家

数

百

六

家

は

地

子

h
u
L
但
是
者
石
見
間
以

L
ん
渇
治
家
来
出
入
ウ
ん
来

日

守

内

に

御

感

侠

一

線

え

斡

{

申

供

御

品

川

物

石

見

限

統

御

吋

門

の

決

ま

り

恥

い

被

成

倣

迷

惑

仕

侠

事

日

恕

ザ

小

説

成

儀

被

淑

申

候

町

人

家

数

多

被

打

破

仮

云

々

日
清
係
々
其
除
、
k
g
一
一
一
日
上
い
た

L
皮

侠

へ

共

我

子

の

ー

す

う

め

い

よ

り

革

、

指

為

る

け

な

{

設

地

に

ゆ

わ

{

寄

せ

被

南

関

川

附

忙

む

そ

ろ

L

{
存

知

今

ま

で

延

引

任

侠

い

込
E 寸

機

長

十

五

年

卯

月

十

四

日

年
寄
惣
左
衛
門
、

依
す
外
一
一
一
十
人

同
闘
中
心
街
門

「
像
作
仏
れ
れ
そ
ろ

L

(

存

知

抜

々

今

ま

で

猿

引

云

々

L
E

一向

L
て

同

年

六

月

ニ

十

六

日

記

幕

府

が

其

非

理

を

攻

防

L
ζ

と
は
御
朱
印
船
慨
に
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州

前

泉

郡

貝

嫁

ト

学

寺

内

諾

役

響

機

免

除

鹿

長

十

五

年

六

月

二

十

六

日

ハ一
ov
慶
長
見
聞
寄
り
払
「
石
見
者
は
殺
而
御
存
矧
倣
終
決
地
方
誠
事
溜
湖
、
総
分
有
之
ー
御
用
持
一
国
々
」
と
お
り
luハ

上
総
介
郎
総
い

日
大
豆
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上

総

介

思

制

御

ね

成

功

雑

記

忙

寸

大

久

保

長

安

元

米

銭

燃

に

℃

出

頭

ず

、

御

附

に

締

出

た

る

時

、

佐

波

を

あ

づ

お

り

た

ば

日

潟

賃

上

納

仕

ペ

L

E
市

上

、

依

之

佐

州

の

御

代

官

を

仰

A
w
b
る
、
県

L
て

業

年

目

潟

賃

上

納

を

御

蜘
N

b

W

3

れ
℃
嫡
々
出
蹴
鍋
州
議
ウ
ん
」
と
お
り
。

日
大
穴

ハ
一
一
)
録
制
m
夜
諦
別
品
別
院

家

際

民

同

常

々

の

上

意

に

人

の

主

主

成

て

家

来

を

召

仕

に

ニ

つ

の

心

得

有
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